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１．研究計画の概要 

１）大学教員と行政保健師との協働した教育

研究活動実践が、どのような重なりによって

展開され、どのように地域の健康課題解決に

結びついているのか、そのプロセスを明らか

にする。 

２） 1)により解決に結びついた地域の健康課

題とはどういうものか、研究開始の時点から、

何が、どのように、どの程度課題解決が促進

されたのか、その内容を明らかにする。 

３） 1)において行政保健師と大学教員   

が果たしていた役割と協働の方法を明らかに

する。 

４） 1)2)3)を通して、地域の健康課題解決に

結びつく教育研究活動のあり方・方法を検討

する。 
 
２．研究の進捗状況 
１）大学教員が行政保健師と協働した教育研

究活動の事例調査（２事例）の実施。町保

健師の実践上の課題と連動させて、学生実

習（単独訪問実習、卒業研究実習）と、保

健師と教員による共同研究を行い、どのよ

うに教育研究活動を重ねて展開している

かそのプロセスと、学生の学びや学習環境

への影響を調べ、研究成果の一部を学会で

報告した。（研究成果の項を参照） 
 

２）共同研究に取り組む行政保健師と大学教

員の協働実践についての断面調査の実施。

2004年～2006年の日本地域看護学会の学

術集会誌（3冊）と日本地域看護学会誌（6

冊）の中から、看護系大学教員と行政保健

師が共同で報告している地域看護研究の

55課題を選び、研究メンバーである大学教

員と保健師の各筆頭者に郵送調査を実施

した。看護系大学教員が行政保健師と行な

う共同研究による協働の進め方とその意

味について、また、行政保健師の求めるも

のに応じた共同研究に向けた看護系大学

教員の協働のあり方と方法について分析

し、研究成果を報告した。（研究成果の項

を参照） 

 

３）２）の調査回答の中で承諾の得られた対

象者に対し、教員と保健師をペアにした聞

き取り調査を６事例行った（2007～2009）。

研究を通して教員と保健師とが協働する

方法について、分析中である。 

 
４）行政保健師による地域の健康課題の
解決を図る方法についての文献検討
の実施。保健師が取り組んだ地域の課題
とその理由となる保健師の判断を読み取
り記述し、保健師が目指したこと、活動の
成果、課題に対する実践方法について内容
分析を行なった。研究成果は学会誌へ投稿
中である。 

 
３．現在までの達成度 
計画通りに達成している。 
（理由）計画通りに、事例調査、郵送調査
と聞き取り調査、文献検討を実施すること
により、地域の健康課題に結びつく実践方法
および教育研究活動のプロセス、教育環境へ
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の影響、看護系大学教員の協働のあり方と
方法について、データ収集し、検討してい
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
１）事例調査について、最終年度であるため、
特に、解決に向けて取り組んだ地域の健康課
題について、何がどの程度解決に向かったか
その内容を明らかにする。 
２）共同研究を実施した行政保健師と教員と
の協働活動事例の聞き取り調査の分析結果
を報告する。 
３）国内外の看護系大学における実践・教
育・研究の連携に関する文献を調査する。 
４）全ての調査結果を基に、地域の健康課題
解決に結びつく教育・研究活動のあり方・方
法について検討し、総括する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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